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・市政総合アンケート（R１実施），パブコメ，過去のフォーラムの成果物（ヒアリング，アンケート，

分析結果等）の分析

・若者の市政参加の推進について

・各区でのまちづくり活動の調査・分析

○ 議論の内容

・ 具体的な施策の取組内容
(例)‐大学生を対象としたワークショップ及びアンケートの実施

‐大学生が社会的課題に取り組んでいる事例を分析し，優れた取組を庁内や大学側に
周知して実践例を拡大
‐各区役所へのヒアリング調査の実施

○ 令和３年度の議論の中で，決めていく部分
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○ 議論の進め方

市政総合アンケート，パブコメ，過去のフォーラムの
成果物をもとに分析

「若者の市政参加の推進」

大学生を対象とした
ワークショップ，
アンケート等の

具体的な実施内容の検討

ＷＳ等
取組の実施
(１０～

１１月頃)

ＷＳ・
アンケート

結果の
確認，分析

各区役所へのヒアリング調査の実施 結果の分析

今
年
度
の
取
り
ま
と
め

参
加
部
会
の
希
望
確
認
・
方
向
性
に
つ
い
て



【参考】令和元年度第２回市政総合アンケートの結果概要（抜粋）









「市政参加を進めるアイデア」
（１）ユースサービス協会（２）グローカルセンターへヒアリング

【参考】平成３０年度団体ヒアリングの結果概要（抜粋）

主 な 内 容

（１） ・市政に関して関心が無いわけではない。そうしたことを安心して話せる場がないと言っている。
・若者同士，若者と大人が対話できる場を設けるにはどうすればよいかという点から，
「ユースカウンシル」という若者による協議体づくりに取り組んでいる。

・準備会での若者との話合いでは，まちの課題が多く出ている。バスや観光の問題，
高校生からは学校を超えた交流の場がほしいといった声など，自分ごとになっている
問題について関心が高い。

・若者の市政参加を進めるための枠組みを，若者と一緒に考えるのが大事で，そういう
ことを考える場に若者を集める努力が必要である。

（２） ・ポップで楽しくて，おしゃれなしつらえがあれば，参加する学生もいるかもしれない。
意識していなくても，いつの間にか参加しているという形もある。
（例：大学ゼミとのコラボによるポップなイベント，餅つき大会と言って防災訓練，
グローカルセンタ―との連携 など）

・市の「新しい文化政策」のアイデアコンテストを受けて，学生でプロジェクトが進んでいる。
市政参加の意識はないが政策提言という方向に向かっている。

・社会に出るとき，多くの若者は大企業志向で他の選択肢を知らない。丁寧に学生と
接する中で，企業や市政など自分の興味の方向性が出てきて，その先に市政参加
があると思う。


